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認知カウンセリングによる学習のつまずき支援
植阪友理先生（東京大学大学院教育学研究科准教授）



（ご紹介）

植阪友理
うえさか ゆり

東京大学大学院教育学研究科教育心理学コース准教授

東京大学より博士号取得（教育学）
2011年より東京大学に着任。2023年より現職。

・単著『数学的問題解決における図表活用の支援-理論と実践を
結ぶ「REALアプローチ」の展開 』（風間書房, 2014)

・共著『教育心理学の実践ベース・アプローチー実践しつつ研
究を創出するー』（東京大学出版, 2019)など

社会活動として教育心理学会研究委員会元委員長、文部科学省
中央教育審議会現委員、等



それではご覧ください



確かな学力と学習力を育む指導と評価を目指して
ー心理学の活用と学校との協働からー

植阪友理

東京大学大学院教育学研究科



自己紹介

東京大学、市川伸一研究室出身

＊師弟関係も含めると19年一緒に仕事
2020年から東大で研究室を引き継ぐ

現在、東京大学大学院教育学研究科准教授

（高大接続研究開発センター入試企画部門兼担）



現在の仕事の射程

• 大学で教育心理学を教える
（学生の指導も含めて）

• 実際に、子どもにも直接支援指導
• 学校の先生と授業を作る
• 海外との共同研究を積極的に
（年間、かなりの数の海外のお客さんが訪問）

• 国の仕事、など



2024年6月の教育研究交流会
（国際シンポジウム）

実践家と研究者の対等で互恵的な関係に基づく
協働(co-creation)を促す仕掛け作り



目指していること

• 心理学の発想と学校現場を結びつける
• 実際にテスト開発、授業設計なども
• 貧困家庭支援のNPOなどとも連携

生徒や先生がニコニコ笑ってやりたいことに

邁進できる毎日に！



認知カウンセリング

● 2つのカウンセリング

心理カウンセリング：
＿＿＿＿＿を扱う

認知カウンセリング：

＿＿＿＿＿＿＿を扱う

心の悩み

学習上の悩み



認知カウンセリングの特徴

l共感

l傾聴

l自立支援



学習上のつまずきの例
l覚えられない、すぐ忘れる（英語、化学、歴史…）
l時間をかけて勉強しているが、上がらない。

（数学、英語、理科…）
l授業では分かったと思う。でも分からなくなる。

l授業は難しくてついていけない。

何が分からないのかも分からない。

結局、理解できないままテスト。点数も悪い。

●やる気がでない、頑張ろうと思うけど寝ちゃう。

●勉強なんてやる意味がわからない、、、。



なぜつまずいてしまうのか？

３つの主な原因

１）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の問題

２）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の問題

３） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の問題

知識（技能）

勉強方法（学習方略）

勉強に対する考え方（学習観）



勉強方法を支える学習観
学習観＝学習に関わる考え方

意味理解志向

思考過程重視志向

方略志向

失敗活用志向

⇔

⇔

⇔

認知主義的学習観 非認知主義的学習観

丸暗記志向

結果重視志向

練習量志向

環境依存志向

(植阪・瀬尾・市川，2006）



子どもの学びの理想と現実

丸暗記（意味理解の軽視）

パタン学習（手続きへの極度な注目）、応用きかない

わからないことがきちんとわからない

⇔自立した子ども
キーワード：意味理解、メタ認知

意味を理解して知識を獲得している子ども

自分の知識状態に自覚的

つまずきを自ら解決しようと努力する子ども



わらかないことがわかるための
学び方の工夫の例

n説明ができるか試してみる

→説明できない＝わかっていない

n特に、「なぜ」や「そもそも」にあたる部分

子どもの説明は、とばしがち

単に説明してごらんではなく、工夫が必要

よくできる子はつかんでいるポイントを！

深い学び（深い理解）の例



そもそも「深い理解」とは？

• 分かっていない相手（例、友達）が納得で
きる説明が出来る （意味を理解してる）

• 分かっている相手（例、先生）が納得できる
説明が出来る

• 問題が解ける

深い

浅い



では、何が説明できることが
大事か？

△ やり方（手続き） のみ

↓
例えば、

手続きの背景にある考え方

用語の意味、具体例

どのように考えたのか

異なる文脈で活用すると、、、 など



神奈川の高校の実践の紹介

22



「深い理解」に焦点をあてた学校

静岡県立静岡西高校：

• 深い理解をめざしたい
• できるだけ、授業でもうながしている
• でも通じているのか？

• 評価が変わっていないと伝わりにくいかも
• 深い理解に達したかを問う評価とは？



大学側からの情報提供

新たな評価の一例を紹介。

床先生の中学数学の実践を紹介 （理由や意味を直接的に問う問題）

*https://berd.benesse.jp/up_images/magazine/02toku_034.pdf

24

https://berd.benesse.jp/up_images/magazine/02toku_034.pdf


実際に作成された試験問題
および授業法の工夫

英語の事例：

トピックセンテンスを意識した読みを教えている

→これまではズバリと問うてこなかった

単語で穴を埋めさせる問題

→答えは与えてしまう
なぜその後になるのかを説明させる

topicやproofなどといったキーワードを使って25



26



化学の事例：

計算をするのではなく、なぜを問う

概念そのものを、生徒に説明させる

授業中にも、生徒自身に説明させている
27



物理の事例：

公式の導出を説明させる（若干のヒント付きで）
!
""#

" − !
""##

" = &
（教科書には載っている内容）

公式の適用を決めるフローチャートを作成させる

（次ページ参照）

授業中にも扱い、生徒にも説明求める

宿題でも求めて、授業中にも共有している 28



29
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新たな評価がもたらす効果
ー従来型テスト問題への効果ー
授業のやり方の変化、評価の変化

→従来型テスト問題で向上認められる
例）化学

31

45.3%(n=34)→70.8%(n=34)



例）物理

いわゆる「解く問題」での正答率が向上

32

33.6%(n=27)
↓

42.9%(n=18)



授業や宿題での工夫にも

ー自分の理解を確認するための、説明

ー説明型宿題

など



「学びに向かう態度」にも変化が

• 有志の先生がある学年に集中
• 多くの授業で同様の授業の展開
• 生徒に起きた変化



生徒の自由記述

•深い理解をすることで、記憶に定着しやすいのでや
りがいを感じる。

•ただ暗記するだけだと、テストのとき、公式をわす
れたらもう終わりだけど、公式の意味などを深く理
解していれば、忘れにくいし、わすれても導出する
ことができて、得点upにつながりました。

•他の人に説明すると、本当に自分が分からなかった
ところがわかるようになる。説明を聞いただけだと
わかったきになっちゃうから、他の人に説明した方
がいいと思いました。 35

意味の理解や他者への説明をする深い学びを大切にすること
で、どのような効果を感じていますか？また、このような学習に
どのような感想をもっていますか？（利点だけでなく、欠点も書
いても構いません）



•なぜその公式を使うのかとか、どのようにして導かれ
るのかとかをしっていると、問題の形式とかが変わっ
ても解きやすい。

•今まで公式を覚えるだけで、それだとテストのときに
公式を忘れていたらもう解けずに諦めていたが、公式
ができるまでの成り立ちまで理解したことで、テスト
で公式を思い出せなくても地道に解いていくことがで
きた。

•難しい問題に直面しても、意味を考えながらやると、
解けることがある。ただ、「深い理解」をすること自
体が難しい。

36



生徒の認識の変化

37
深い理解を重視し、その価値を理解するように

学校現場の先生が行ったアンケート調査（高校１年）
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実際の子どもの様子

家庭で自発的に説明活動を始めた例も

38

比熱の説
明



最後に、「学び方」について

• どんな学び方が求められるのでしょうか？
• どう育てていけばよいのでしょうか？



社会に活躍する人の特徴

背景にある原理が分かっている

分からないことに気づける

→上手に質問もできる



「学び方」も合わせて指導
l学び方を育てる「教えて考えさせる授業」

教師からの
説明

理解確認

理解深化

自己評価

予習：どこが分からないか明確にして授業へ
（メタ認知的方略）

授業：意味理解を重視した説明（認知的方略）

なぜそうなるのか中心に表現（認知的方略）
分かってないに気づくことも（メタ認知的方略）
必要に応じて、友達に聞く（外的リソース）

他の文脈で使う経験（問題解決／討論など）
協同的に学ぶ、知識の特徴や限界に気づく

自分の認知状態の変化や、それを支えた解
決方略、学習方略を意識化（メタ認知的方略）



子どもたちの例
（20日のシンポジウムから転載）

古谷先生の実践



子どもたちの例
（20日のシンポジウムから転載）

古谷先生の実践



子どもたちの例
（20日のシンポジウムから転載）

古谷先生の実践



山崎先生の実践

予習で疑問を
持つ

めあてをもって
授業を聞く

c.f., 柏島小学校の事例
中教審答申でも言及



最近では教科
書に書き込む

今日は何が新しいのか？

ポイントになりそうなところは？
＊先生
分からない子の目線で
（青い字でチェック）



「学び方」指導も教科のなかで可能

特別授業スタイルだと、忘れていく

日々の授業の中で鍛える

例）授業で「なぜフィルター」をつける

授業で予習で

→分からないことに気づく練習

長期的に育てていく



ある小学校での実践結果

都内のある小学校

学力の２極化が大きな問題
「できる子どもも、できな子どもも楽しい授業に！」

実践の概要：
１〜６年まで全ての算数の授業（２年間）
⇨「教えて考えさせる授業」で実施

詳細は、深谷•植阪他（2017)を参照されたい



全国学テストへの影響



子どもの問題解決のあり方にも影響

• 図をかき、意味をつかみながら考える子へ

※２種類の問題セットの平均値を表示。
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日々の指導法は変化したのか？
• 調査
– 指導案を作成する課題
– ２種類の内容

2014年度

台形の面積

線対称

線対称

台形の面積

半分の先生

もう半分の
先生

2015年度

カテゴリーを抽出し件数をカウント



つまずき対処

多様な解が
ある課題



指導案レベルでも変化が確認

説明，課題，活動の工夫が増大
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